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再募集のお知らせ 

歴史講座 温故知新セミナー 学級生再募集！（先着２０名） 
 

私たちと一緒に郷土の歴史を学んでみませんか？１２月中旬移動研修会実施予定！（日程調整中） 

東北歴史博物館の常設展示を見ながら学芸員の説明で宮城県の歴史を学びます。 

お申込み・お問い合わせは１１月３０日まで吉田公民館（ ☏ 55-2124 ）にご連絡ください。 

行 事 報 告 

この指とまれ！ 第２回学習会（１０月１７日） 

   

 第２回学習会は、スポーツ大会（キンボール・バドミントン）を行いました。１０名の学級生が参加。「久々

に運動ができる！」と皆さんとても喜んでいました。 

 キンボールは２試合、バドミントンはダブルスで総当たり戦をしました。どちらの競技もコミュニケー 

ションをとりながら、チーム一丸となってプレーしていました。 

 次回は、１２月１２日にハーバリウムづくりとバスケットボールを行います。今後も学級生を募集して 

おります。この事業は吉田地区だけではなく、登米市内の 20代、３０代の男女を対象にしていますので、 

興味がある方は吉田公民館までお問い合わせください。また、ご夫婦、お友達との参加大歓迎です！ 

米山地区３小学校６年生交流会（１０月２６日） 

  

 米山地区３小学校の６年生を対象に交流会を開催しました。７４名の児童達が、登米市レクリエーション

協会の粕谷義昭氏によるレクリエーションや各チームに分かれてスポーツ推進委員の方々に教えていた 

だきながら、ユニカールを行いました。レクリエーションが始まってすぐは、なかなか打ち解けれていない

様子でしたが、レクリエーション後半からユニカールにかけて、学校関係なく一緒に楽しむ子供たちの様子

がとても印象に残っています。 

 楽しく遊んだ後は、各チームごとに、お腹いっぱいカレーライスを食べ、４回おかわりした子もいました！ 

「中学校入学前に友達が出来て良かった。楽しかった。」「カレーライス美味しかった。」ととても喜んで 

いました。 

 

吉田コミュニティ運営協議会 

 

裏面もご覧ください 



南谷地遊水地で説明を聞く皆さん 

 

迫川ツアー（１０月２９日） 

   

歴史講座温故知新セミナー生とコミュニティの役員さん方とで１１月１５日開催の迫川開削工事開始 

９０年記念講演会の事前学習として移動研修会を実施しました。 

涌谷町太田や吉住の旧迫川の痕跡、大貝沼や大貝堤防決壊の跡、山吉田水門、長沼ダム、南谷地遊水地、

三迫川合流部、伊豆野堰、花山ダムと迫川を上流にさかのぼるコースで登米、栗原の土木事務所と栗原地方

ダム総合事務所の出前講座として、県の職員から現地で説明を受けながら見学しました。 

「いつも何気なく通っている場所にこんな謂れがあったのか。」「治水事業とは１００年の大計だ。」「平成

２７年の大雨で無事だったのは長沼ダムと遊水地のおかげだったのか。」「孫を連れてまた見に 

来る。」などと皆さん感心していました。私たちのために資料をつくり説明してくれた県職員の方々に 

感謝したいと思います。 

吉田先人大学 第３回学習会（１１月５日） 

   

秋晴れのとても良いコンディションの中、毎年恒例のグラウンドゴルフ大会を開催。５５名の学級生が 

優勝を目指して試合に挑みました。 

２つのコースで試合を行い、優勝３２打、準優勝３３打、第３位３４打と、とても白熱した試合でした。

また、１３名の学級生がホールインワン賞を受賞しました。受賞した皆様おめでとうございました。 

「来年こそホールインワン賞をとりたい！」「来年はもっと良いスコアを出せるように頑張りたい！」と 

皆さん意気込んでいました。来年のグラウンドゴルフ大会に向けて、ぜひ吉田体育館で行っている室内 

グラウンドゴルフで、冬季間練習してみてはいかがでしょうか。 

館長の戯言（ざれごと）№ ３ 「きぴちょ」  （ 参考図書：方言に生きる古語 ） 

先日、吉田先人大学の移動研修会モネツアーの昼食会場で豪華御膳を食べつくしたころ、「ねーちゃんや、

きぴちょ貸してけろ、持ってきてけろ」との声。お店のねーちゃん「きぴちょ」が何なのかわからず無視。 

近くにいた人が「おじゃの急須のこどだ」と通訳が入って一件落着。実に久しぶりに聞いた「きぴちょ」 

さてその謂れは。 

 現在の標準語では急須。江戸時代の中頃に中国から酒をお燗する道具「急焼」が中国現地発音「キヒ 

シャオ」として伝わり、その後「きびしょ」や「きぴちょ」に変化し、用途もお茶を淹れる道具に変わった

もの。弥次喜多の東海道中膝栗毛に「上方にてはこれをきびしょといふ」と載っていて、京・大阪から全国

に伝わったことがわかります。方言として東北だけでなく北関東、北陸、九州でも使われているそうです。 

今後の行事予定 

１１月２３日（火） キッズサークル第５回学習会 

１１月２６日（金） とっておきの学習会 

１１月２７日（土） 米山中学校区合同防災訓練 

１２月 1日（水） 吉田陶芸教室第３回学習会 

１２月１２日（日） この指とまれ！第３回学習会 

山吉田水門 花山ダムで集合写真（ ドローン撮影 ） 


